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中国における塩専売の歴史は，きわめて古い。しかしその後唐代までは

たし、した発展はなく，唐末の国家財政窮乏の折に有力な財源として復活し

たのであるO

宋代においても，国家財政確立のために国初より政府専売のもとに置か

れていた。管理方式は，直接専売と間接専売とがあり，地域的にも禁権地

分(官売地分)と通商地分とに区分されている。
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塩引とは，塩交引-塩交紗とも言われ，辺防費補填のために発行された

有価証券である。従って西北辺の西夏や契丹との国防費と直接関連せざる

を得ず，そのために塩政の遂行に際しては，対外関係の緊迫と深刻な関連

性を持っていた。特に宝元元(1038)年の西夏の離反は，宋国家の財政に

大きな打撃を与え，軍隊の糧草調達が重要な問題となってきた。そこで当

局は，専売品を利用した各種交引を支給し，換言すれば，商人を利用する

ことによって軍需物資の沿辺地での調達を計ったのである。

本稿においては，従来の研究の成果によって河北路・准南路の塩政を概

観し，ついて、軍需品調達の必要のあった沿辺地，特に解塩行塩地分を中心

にした紗法をまとめ，今後の課題を探ろうとするものである。

二.宋代の塩政

宋代は，膨大な軍隊と整備された官僚組織とによって支えられ，発展し

た。そこで，これらの軍隊と官僚との生計を保障することが，独裁君主の

重大な責務であった。辺境においては，平時から戦争に必要な常備軍を維

持していくためには，莫大な軍事費を必要とする。従来の土地からの租税

では到底賄いきれない。ここに着目されたのが茶・塩-禁-酒・鉄 香薬

などの専売収入である。特に塩は人間の最も重要な生活必需品であるから，

国家財政確立のために解州穎塩'准新末塩は 宋初より政府専売のもとに

置かれ管理されていた。財政上大きな財源を占めていたことについて，史

料によってみると，建炎以来繋年要録，巻145，紹興十二年六月壬午の条

今国用仰給煎海者十之八九

とあり，また宋史，巻182，食貨志，乾道六年に，

戸部侍郎葉衡奏，今日財賦霧海之利居其半

とあるように，南宋では塩の専売収入は，国家財政の半ば，あるいは 8・

9割にも達していた。北宋時代においても，財政上重要な位置を占めてい

たことは間違いない。
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英宗の治平 2 (1065)年には，国家歳入銭6，000万帽に対して軍事費は

5，000万婦とあり，軍事費が国家歳入額の83%強を占めている，という史

料がある。宋代では自家支出に対する収入を確保するために，塩の専売制

度が確立されたとも言える。

宋政府の財政に関して重要な役割を演じたのは，准南塩である。ついで

重要なそれは解外|塩であり，そのほかには河北・河東・両新・福建-広南

・四川等の塩場があった。塩の専売法には，権塩法(禁塩法-禁権法)と

通商法とがあり，前者は，塩の生産管理-運搬・販売とすべてを政府の手

で行う方法であり，後者は，商人に塩を払い下げる際に課税し，後は販路

の制約はあるが大体商人が自由に販売することを許可する方法であった。

これらの方法が，その時の財政状態，社会情勢あるいは州郡の事情に応じ

て実施された。以下，河北路および准南路の塩政について考察してみる。

1. 河北路の塩政

河北では契丹と境界を接し，多数の軍隊が駐屯しているので民衆の負担

は大きく，かつ安価な契丹塩が侵入した。そこで民衆を優遇してこれに対

抗するために，宋初の短期間及び新法党の若干の時代以外には，おおむね

通商法が施行された。欧陽修は，河北路において禁権をやらなかった理由

として，五代以来宋初であって路域は契丹侵寵による戦禍のために大幅に

荒廃し，住民は各種の負担によって困苦している中で，路域の住民に対す

る恩恵の策に出たものと言っている。即ち 生産力低下の現実からして路

域一円に禁権を断行することは，民衆の負担能力から考えても大いなる困

難性が内在していたのである。

先述しているように，塩の専売制は国庫の増収を計画した財政政策であ

り，従って専売制下の産塩の売値は当然加拾され，禁権の断行は直ちに売

塩の高値を呼ぶことになる。生産力の低劣な河北路の領域は，従って民衆

安定の社会政策的意義からして，禁権の実施は可能な限り抑制する必要が

あったわけて‘ある。

国初以来の河北沿辺地域駐屯の軍隊に支給する糧草は，多くを現地負担
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によってはおらず，いわゆる三説(税)法-四説法の方法によって，大部

を路域現地に仰L、ではいない。しかし河北路については，豊穣にあっても

なお調発に耐え得なかった。とあるように，生産力の劣悪な現実の条件に

あったと言える。従って路域が通商法によっていたこともうなづける。

塩の禁権は，両漢以来一貫した塩政であるが故に，宋初創草の際にあっ

ても，河北の塩政に自由通商法を打ち出していても，その間にしばしば禁

権論は提議されたわけである。特に辺防費の増大による赤字財政の現実は，

必然的に禁権論の提唱をみたと考えられる。殊に西夏の侵窟に伴う辺防費

の膨脹は，直接的侵窟をみていない河北路にあっても，糧草費の著しい加

拾をみており，通商法の塩政下にあっても禁権論が強く提議されている。

既に何度も述べられているように，西夏の侵窟を契機として収支は膨脹し，

現地負担の強化も当然考慮されたが，仁宗が河北路域の禁権論を抑えて通

商法を固守したわけは，前述した民衆の安定を計ろうとする社会政策的意

義より出たものであると考えられる。河北路の塩政は，元豊年間に禁権の

実施をみるに至るまで通商法に終始している。しかし路域の生産力復興

の現実をみる時，必ずしも社会政策的意義のみを考えて塩政を理解するわ

けにはいかないようである。長編，巻159，慶暦六年十一月戊子の条に，

旦今未権也，而契丹常盗販不巳，若権之則塩貴，敵塩益魯，是為我鮫怨，而

使敵獲利也，敵塩滋多，非用兵不能禁，辺隙ー開，所得塩利，能補用兵之費

乎，

とあって，右諌議大夫権御史中丞張方平は，契丹との関係より禁穫の不可

を論じている。河北路域と契丹領域とは国境を接しており，交易を通じて

中国の銅銭の流出も当然あり得る。宋は貿易統制のために，宋史，食貨志，

下8，互市舶法の条に，

太平興国二年，始令鎮・易・雄・覇・治州各置権務，重量香薬犀象及茶与交易，

とあり，また同条に，

(景徳)二年令雄・覇・安粛軍置三権場，

とあることから，権務 権場を設置して交易を管理していたことを知る。
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即ち，契丹との交易は権場にてやることとし，公式の貿易決済は権場以外

ではやらないことにしている。また契丹塩は，輸入品目としては公式にあ

がってはおらず，また中国の銅銭も輸出品として公に認められていない。

河北路域における銭禁の方針は，商人に対する入中糧草の支払いを，手形

決済の便縫法によっていた事実によっても明らかであり，私貿易を禁じて

権場貿易によったわけも，中国銅銭の契丹への流出を抑制しようとした措

置であることがわかる。要するに，河北路域の塩の禁権は，契丹塩のやみ

売りを盛んにし，銭禁をみだすこととなり，通貨政策に支障をきたすこと

が予想され，ここに禁権にふみ出さず通商法を採ったわけが了承される。

王安石の経済積極政策は，照寧7 (1074)年の銭禁銅禁の解除をみた。

ここにおいて，従来河北路の塩政は銭禁銅禁と密接な関係を持っていたも

のが，圏内政策のーっとして考えられるようになり，塩の禁権の可否は新

法・旧法の政策的論争の対象となった。宋会要輯本，食貨24，塩法，元豊

六年六月十五日の条に，

詔京東路新行塩法，上下交使，不妨獲利公家，以佐用度，推之河北路，無可

疑者，可令寒局輔ー李南公，子界首約呉居厚面授京東成法，行之，

とあって，京東路の禁権を河北路においても実施していることがわかる。

つまりここにおいて河北路の塩政は，通商法にかわって禁権とされたので

ある。禁権の実績については，長編，巻348，元豊七年九月庚申の条に，

河北転運司言，自正月行塩法至七月終，収息十六万七千絹有奇，

とあり，収息銭は16万7，000余婦であることがわかる。

河北路産塩の禁権が，新法の政策のーっとして具現されると，当然旧法

党の反対をみ，禁権の可否をめぐって新・旧両党による塩政上の対立をみ

ることになった。しかし神宗の死，王安石の失脚は，旧法党の台頭をもた

らし，新法の前面的な停廃と政策転換をもたらすこととなり，当然河北の

塩政も禁権解除の方向に進められていった。そして結局，宋会要輯本，食

貨24，塩法，元祐元年正月二十八日の条に，

戸部言，相度河北塩法，所乞，廃罷見行新法，復用!日法通商，従之，
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とあって，禁権は廃止され通商法の復活をみた。その後河北の塩政は，新

法 旧法のいずれが政権を担当するかによって，禁権あるいは通商をそれ

ぞれ強く打ち出すに至ったのである。

以上，河北路の塩政を要約してみよう。

宋政府は河北路の地理的条件により，塩政は通商法を採用した。それは，

契丹への銅銭流出の抑制lと，両国の関係の平静化をはかるための二つによ

るものと考えられる。しかし新法党の治政下において銭禁の解除をみる

に至り，通商法は廃止されて禁権の実施をみている。その後は，旧法党が

政権を担当すれば通商を，新法党であれば禁権と，政権担当によって塩政

はかわり，察京の紗法をみるまでは一貫するところがなかった。

2. 准南路の塩政

中国産塩の主要をなすものは海塩(末塩)であり，海塩のうちでも最大

の生産をあげていたのは東南塩で，准南の産塩はこの東南塩の主体をなし

ていた。塩の専売制については，宋会要輯本，食貨23，塩法，太平興国二

年二月十八日の条に，

三司言，準認頼末塩，応南路1日通商州府，並令禁権，

とあって，太平興国 2 (977)年の確立と見ることができる。准南塩は，

南北両宋を通じて最高の塩税を収めていた。この専売制のねらいは，当然

塩利の独占にあるわけで，禁権は，塩の生産・消費に対して統制していた

と考えられる。准南路における塩の販売価格をみると，生産価格は消費価

格のよにすぎないと L、う史料があり，価格の違いが相当に大きL、。専売制
10 

の下では，塩利確保の前提のもとに生産費は引き下げられ，支払価格も最

低給与の支給とL、う限界に留まってL、た。つまり産塩生産者は，専売制の

下においては北宋・南宋を通じて，経済的不利を甘受しなければならなか

った。准南路の専売制は直接専売によっており，従って禁権に際しては，

強力な統制を必要とした。

国初以来，対契丹 西夏との国際関係の緊迫による辺防費の補墳は，国

家財政にとって緊要なもので これを茶塩等の専売の利によって解決しょ
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うとしたことは，既に何度も述べたところであるc 准南路における商人の

折中による末塩の請領は，太平興国2(977)年の路域における専売制の

確立と前後している。即ち，糧草や塩の転運に集中的資本の投入を行い得

るものは米商 塩商であり，これら商人が現銭や糧草を入中することによ

って権貨務より塩交引を取得したことは 塩交引の信用を高めることにな

る。勢い軍需物資需要に対する商利の追求は塩に集中し，国家は何らかの

意味で規制する必要があった。

専売制の理想的運営は，塩紗(塩交引・塩ヲ1)の適切な回収-やみ塩の

停止-亭戸本銭の確保，の三者が円滑に推進されることを前提とする。し

かし実際にあってはそうではなく，実施にあたっては塩利所得の増を期待

する。准南路の課塩の銭額を見てみると，租額に対して元豊年間は l万貴

文の増収，宋会要輯本，食貨22，塩法5にあげられた数字は，元豊に比較

して19万貫文上回ってレる。しかし東南塩が宋代一貫して増産されてい

った事実に照してみると，塩紗の発行によって塩利が大幅に商人に蚕食さ

れたことが予想される。政府当局の塩利は減収し生産戸は困窮し，消費

塩は所によって極めて粗悪であり，かつ高値であって，しかもやみ塩は横

行するとL、ぅ現実は，禁権がきわめて国家財政に資するところがあったと

は言え，塩法の抜本的改革を要望させることとなったc

三.塩交引(塩引)の経済的意義

1. 塩交号I(塩号I)の意義

宋史，巻183，食貨芝、，下5，茶上の条に，

潅熊後，用兵切於宣責鈎，多令商人入努糧塞下，酌地之遠近而為其直，取市価

而厚増之，授以要券，謂之交引，至京師給以絡銭，又移文江准荊湖，給以茶

及頼末塩，

とあって，落照3(986)年5月の用兵の後，商人に努糧を塞下に納めさ

せ，距離の遠近を計って価格を定めて交引を授け，その代価の一部として

江准荊湖において茶と末塩とを支給したとある。糧草など軍需物資の入中



76 第11巻第l号(経済学経営学編)

に対して支給される交引は，政府発行の貨幣証券であり，支払い手段とし

ての有価証券である。ここにみる専売品入手の方法には，京師権貨務に見

銭・金銀・糧草を入中して交引を得，山地で塩・茶などの専売品を入手す

る。沿辺多事により糧草を入中して得た交引の現金化を京師でなさないて、，

茶引 塩引などで茶-塩の給付をうける。以上の二つの方法があった。前

者は政府発行の交引による単純な直接的支払いの手段であり，後者は支払

い手段の継続と拡大化とを招来するより高度化したものである。

入中糧草の支払い手段として 周知のように茶引・香薬引・見銭交引に

よる三色交引，それに塩引を加えた四色交引があるO 今，三色交引につい

ての史料を一つあげてみると，宋会要輯本，食貨39，市薙糧草，天聖三年

十一月十六日の条に，

翰林侍講学士刑部侍郎孫爽等言，詳定到河北i公辺州軍案，便事産買根草，支与

香茶見銭三色交引，委得久遠利便，

とある。河北沿辺の便濯に，香薬引・茶引・見銭交引を支与していること

がわかる。四色交引については，沈括の夢渓筆談，巻11，官政ーの条に，

世伝算茶有三説法最便，三説者皆謂見銭為一説，犀象香薬為一説， c茶〕為一
説，深不然也，此乃三分法其〔耳J，謂縁辺入納糧草，其価折為三分，一分支

見銭，一分折犀象雑貨，一分折茶爾，後又有折塩，為四分法，

とあって，三説法(三色交ヲ¥)は実は三分法であり，後に塩を加えて四分

法(四色交号¥)になったことを述べている。

以上によって糧草の入中に際して，専売品である塩が，塩交引というか

たちで、利用されたことを知り得る。

2. 塩交引と商業資本

(1) 山堂群書考索，後集57，茶塩類の条で，

入中努粟於沿辺，以券至京師江准給塩茶，謂之交引，又真宗時林特請，依旧於京師入納

見銭金吊，交ヨi於解州取塩，亦謂之交引，

宋会要輯本，食貨36，権易，景徳二年十二月の条，

監権貨務供備庫副使安守忠等言，解塩元許客人従本務入中金銀未来吊，博買交引，就両池

請塩，於南路磨郡等十二州軍通商地分貨売，自国河北関銭銀椴草，許客人只就入中，費

文抄，赴京翻換省帖，下本務支給解塩，
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宋は，国初よりすでに茶塩の利を国家財政に意欲的に利用しようとして

いる。茶塩などの専売の利の大幅な活用は，商人の活発な商行為に待たな

ければならない。そのためには政府発行の塩交引・茶交引の利用を不可欠

とするもので，宋は国初よりこれら交引の発行をみている。文献通考，巻

15，征権二，塩鉄警の条に，

止斎陳氏臼，……，潅照二年三月，令河東北商人如要折博茶塩，令所在納銀，

赴京語領交引，葦辺郡入納算請，始見於此，端扶二年十月，置折中倉，令商

人入中餅斗，給茶塩紗，蓋在京入中餅斗算請，始見於此，

とあり，また宋史，食貨志，上三，和濯の条に，

河北又募商人，輸事事粟於辺，以要券取塩及鱈銭・香薬 宝貨於京師或東南州

軍，険西則受塩於両池，謂之入中，

とあることからも明らかである。塩交引の利用をより効率化するためには，

一つには，塩交引によって取得した塩の商販地域が広いこと，二つには，

糧草入中によって得た交引を現銭化するよりも，商活動を行う方がより利

得となること，が必要条件となってくる。

まず商販地分としては，宋史，食貨志，下三，塩上の条に，

其通商之地，京西則禁 裏・音f>随・金 房・均・呈B州，光化・信陽軍，侠

西則京兆 鳳票日府，同 華・耀・乾・商 淫・原・郊・寧・儀.r買・鹿日・坊
・丹・延・環・慶・秦・臨・鳳・階・成州，保安 鎮戎軍，及j宣州諸県之在

河北者，

とあり，また同書，同条に，

凡通商州軍，在京西者為南塩，在陵商者為西塩，若禁塩地則為東塩，各有経

界以防侵越，

とあることから，南塩・西塩の行塩地域は西南寄りの37府州軍，また禁権

(官売)地分についても，同書，同条に，

三京，京東之済交曹 .1僕・単・草川、1，広j斉軍，京西之滑鄭陳穎

汝・許・孟州、1，侠西之河中府，隊・守党州，慶成軍，河東之晋ー経・慈・隈州，

准南之宿 主霊州，河北之懐小1'1及j宣州諸県之在河南者，凡禁権之地，

とあって，東塩の行使地域は，東寄りの3京28府州軍である。

通商地分の設定が広範囲に渡っているということは，それだけに商人の
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商利追求がはげしくなり，国家の商人への対応策が問題となってくる。

解塩は上にも述べているように，東・西・南の三行塩地に区分され，東

塩は専ら京師充実，西塩は険西沿辺充実，南塩は京師充実を原則としなが

ら，情勢により険西沿辺充実に資するとL、う方針が立てられていた。解塩

行塩地域で，西塩地区のみが通商となった理由は次のようであるO 隣接す

る西夏の領内より良質な塩が産出され，辺境の蕃人によって販易されてい

たが，値段が安価のため西塩地区に流入し，解塩の利を犯す恐れがあった。

外塩の流入は，宋の塩利減損のみならず，銅銭の国外流出をも招くので，

不能率で評判の悪い禁権(官売)をやめて通商としたのて、ある。商人が塩

交引によって解塩を受領する方法として，次の三つがある。①銭銀絹南

を京師権貨務に入中して塩交引を得，解州に赴いて塩を受け取り，指定さ

れた通商地分で貨売する。①糧草を沿辺地に入中して交引を得，京師権

貨務に赴いて塩交引に代え，解州で塩を受け取る。①通商地分の州軍に

現銭・糧草などを入中して得た塩交引で，解州、|で塩を受け取る。以上の三

つの方法であるが，いずれの方法においても商人の資本活動が不可欠であ

り，そこには商人の商利追求意欲が国益に優先することが考えられる。従

って両者のバランスをとることが，国家政策の基本的課題となってくるわ

けである。

(2 ) 宋史，食貨志，下三，塩上，

(天聖八年)十月詔，罷三京二十八州軍権法，議商人入銭若金銀京師権貨務，受塩雨池，

宋会要輯本，食貨36，権易，景徳、二年十二月の条，

里主権貨務供備康副使安守忠等言，解塩，元許客人従本務入中金銀総吊，博買交引，就両

池請塩，於南路唐ー雪日等十二州軍通商地分貨売，

宋史，食貨志，下三，塩上の条，

天聖初十置司議茶塩利害，因言，両池|日募商人，筈南塩者，入銭京師権貨務，乾輿元

年歳入縫二十三万緑，視天f喜三年数損十四万，請一切罷之，専令入中並辺錦粟，及為之

増約束，申訪禁，以絶私販之弊，久之，復詔入銭京師，従商人所使，

宋会要輯本，食貨36，権易，景徳、二年十二月の条，

内成平三年六月禁断青塩，通放解塩於郎ー延等二十一什i軍，許客旅入中根草輿販，及許
於南路唐臼i等川貨売.
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京師の充実に充てられるのは東塩と南塩とであるが，京師権貨務におけ

る現銭収入については，先にあげた史料て、はあるが，宋史，食貨志，下三，

塩上の条に

天聖初，計置司議茶塩利害，図言，雨池旧募商人， 1喜南塩者，入銭京師権貨

務，乾輿元年歳入縫二十三万緑，視天?喜三年数損十四万，請一切罷之，

とあって，商人が南塩を購入するために京師権貨務に納入した現銭は，乾

輿元 (1022)年ではわずか23万貫で 3年前の天福3 (1019)年に比較し

て14万貫の減収としているc また，長編，巻89，天?喜元年夏四月申戊の条

には，

三司言，白京権貨務入便銭，請以大中詳符七年二百六十一万余貫為額，毎歳

比較不及数，当職官吏，準条科罰，従之，

とあって，京師権貨務に入る専売収入の定額を大中詳符7(1014)年の261万

余貫に決めたけれども，実際にはその数字に達していないことを知るc 一

方，特に塩と商人活動に最も関係のある辺防費の充実という点から見てみ

ると，宋会要輯本，食貨36，権易，景得二年十二月の条に，

自威平三年六月禁断青塩，通放解塩於鹿日・延等二十一州軍，許容旅入中核草

輿販ー及許於南路唐・宮11等州貨売，其逐十i'I軍所入手良草，又虚拾時佑重畳加鏡，

又却支解塩極多，以此隔絶客旅，在京全無入納金銀銭吊，雇5損権謀，至六年

十二月，勅依戸部副使林特壁画商費等算射解塩於唐 部十二チ11軍貨，並令入

納見銭応高IJ険西諸少1'1支用，至景徳元年十月，再准勅三可衆官定奪，其唐-雪1¥

等十一州軍南塩，依西監〔塩〕等第価例，許客於逐州、|軍，入納見銭誕銀実価

按草，直廃交引，赴解州権塩院請領，更不入京翻換，

とある。ここにおいては，京師権貨務における現銭収入の減少と，沿辺地

における糧草入中の減額が見られる。富商による商利追求については，宋

会要輯本，食貨36，権易，大中詳符七年二月の条に，

三司言，験西入中根角'1交抄併多，富民折其価値，既賎市之，又復稽留，有害

商旅ー致入中懇阻，須有産改，用革其弊，元定百千交抄，官給九十千，今請

依市人所買例，毎百千，有加始者，官給十二千，無者官給十一千，収市之，

帝慮奪民之利，止令権宜行之，不得著為定式，

とある。即ち，陳西路域の入中糧草の交引が，富商の手にしかも安値で買
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L 、占められ，一般中小商人に被害を与え，その結果糧草の入中を間むと言

っている。その対策として，政府による回収が行われたが，額面100貫文

のものが11貫文ないし12貫文で買い戻され，如何に交引の価値が暴落して

いたかがわかる。

以上を要約すると，塩交引を媒介とする解塩による辺防費補填の国策は，

商人の商活動を不可欠とするので，国益よりも商利が優先する結果となっ

た。それ故に，国庫に入るべき専売収入の漸減，特に京師の現銭の欠乏を

招来した。従って政府当局は，発行糧草交引の買い上げ，交引価格の適正

化，三説法の採用，糧草入中にかえて時として現銭・金銀・絹吊の入中，

塩商の商販地分の規制，交引の現銭化の渋滞の改善等につとめ，その弊害

の抑制をはかった。

つぎに，禁権(官売)地分である東塩について簡単に見てみよう。禁権

は商品流通を統制するものであり，そこには統制経済のもつ幾多の問題を

当初から内蔵していた。宋史，食貨志，下三，塩上の条に，

三京二十八州軍，官自筆塩，百姓困於転輸

とあり，民衆が塩の輸送の労役を課されるので大変困ったことを知る。こ

れは官売法(専売制)のもつ本来的な欠陥で，民衆に対する役の負担の弊

害を当初から持っていた。その他には，悪質な塩となっており，食塩とし

ての実を失っていたこと，塩の課利収入減となり，商人の入中を妨げる実

態であったこと，禁権による塩官・兵卒・畦夫の傭賃のための出費が多大

(3) 宋会要輯本，食貨36，権易，乾輿元年十二月の条，

三司言，・ 1 欲乞下駄府西転運司，暁示客旅，如願要請解州塩貨， J!D接入中到j餅斗，

依在市見事喜売的実価f同U，依見銭体例，紐算給与交引，請領解塩，只許依自来条貫通商地

分貨売，若或客旅願要上京請領見銭，即依元降勅命，毎当実銭百貫文，到京支破見銭五

貫文省収買，如不願請見銭，即支与七貫文茶交引，

(4 ) 宋会要輯本，食貨36，権易，大中祥符八年十一月の条，

三司言，今与三部衆官定奪入中勘同案底検会，河北 河東便納客旅銭物支還，己有元限

十日行遣，其峡西入中根草銭物，議定限五日支還，
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であったことをあげている。このような禁権のもつ弊害が顕著になるに至

って，天聖八(1030)年十月の禁権解除の詔となっている。しかし，康定

元(1040)年では，京師・南京・京東路の州軍，准南路の宿・乏の二州は

再び禁権となっており，禁権に復した京師もその後権法が弛み，まだ禁権

の実施と，確定した塩法に固着した状態で、はなかった。このような塩法の

不安定さは，通商地分，禁権地分を問わず抜本的改革を要望しており，m:

祥の妙法はこの要望にこたえたものと言えるc

3. 落祥の紗法

まず活祥の塩政改革の大綱を掲げてみよう。

旧禁塩地はすべて通商とし，解塩が萄に入ることも許される。従来並辺

九州軍に努粟を入中したのを罷めて実銭を入れしめ，その代償として塩を

支給する。その際，銭を入れる州、|軍の距離と，指定するところの東・西・

南塩を比べて，その値を優遇するO 東・南塩は，銭を永輿・鳳朔・河中に

も入れることを許して支給する。入銭定額は，すべて塩375，000大席とす

る。入銭者には交引を与え，塩池に持参し検査の上塩を支給する。禁権

をやめたので，兵民の塩運搬の役は廃止する。延-環-慶.i関 原-保安

・鎮戊・徳順の八州軍の地は烏白池が近く，青白塩が侵入して宋の利を侵

し法を乱している。そこで人を募って解塩を入中させ，優遇して交引を与

えて解塩を受領させる。入中塩は官が自ら出売して商販を禁止し，青白塩

(5 ) 長編，巻109，天聖八年冬十月壬辰の条，

有上書言，県官権塩，得利徴而為害博，両池積塩為阜，其上生木合抱，数莫可較，請通

商平佑以筈，少寛百姓之力，乃詔盛度・王随，議更其制度，随与権三司使用胡則，画通

商五利上之日，方禁商時官伐木造船，以給輩運，而兵力罷労，不堪其命，今無復其弊，

一利也，始以降運既差貼頭又役車戸，貧人健役連歳遁逃，今悉罷之，二利也，又船運可

流，有沈溺之患，綱吏侵盗，雑以泥砂硝石，其味苦悪，疾生重1逼，今皆得食真塩，三利

也，国之銭幣，謂之貨泉，蓋欲使之通流，而富室犬家，多蔵鏡不出，故民用益磨，今得

商人六十余万，頗助経費，四利也，歳減塩官兵卒畦夫傭作之給，五利也，

(6) 長編，巻109，天聖八年冬十月丙申の条，

詔日，池塩之利，民食所資，申命近臣，詳立寛制，特弛煩禁，以恵家元，其罷三京二十

八州軍権法，繋商買入銭若金銀京師権貨務，受塩両池，
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の禁を厳しくする。沿辺に鉄炭瓦木等を入中していたものは禁止しこれ

までに受領した虚佑の交引や，またそれにより塩を受領してまだ出売して

L 、ない者には，その価値を計って臨官銭を納入させる。三京・河中・河陽

・陳・鏡-解・晋・鋒 撲-慶成・広済の地域では，官が塩を販売する。

商人が来るのを待って官売法をやめ，通商法に移行する。入るところの絹

銭で，沿辺九州軍の努粟を購入する。銭幣はことごとく権貨務に留め，政

府の財庫を充実しておく。

以上が古祥の紗法の概要であるが，政府は商人に沿辺地で現銭を納めさ

ぜ，その現銭によって適価で糧草を購入する。商人には塩交引を支給して，

塩を塩場で受領させる。つまり糧草の納入と塩交引支給というリンク制を

切り離して，糧草入中を行ったところに特色があった。また京師権貨以外

の主要機関を見ていくと，従来からの提挙制置解塩司・折博務・制置青白

塩司に加えて，新たに都塩院が設置された。沈括の夢渓筆談，巻11，官政に，

又於京師置都塩院，険西転運可自遺主之，京師食塩，斤不足三十五銭，別鮫

而不発，以長塩債，過四十則大発庫塩，以圧商利，使塩債有常，

とあって，京師に都塩院が設置され，扶西転運司によって運営されていた

こと，また塩価調節に機能を発揮していたことを知る。設置時期について

は定かではないが，皇祐2 (1050)年にはまだ京師に塩価調節の機関が存

在していない事実，その嘉祐 3 (1058)年に都塩院の機能拡大が行われた

ことを考えると，皇祐2年に近い時期の設置を予想させる。都塩院の設置

の目的は，後にも述べるが当初は塩価甚貴の被害から消費者を守り，また

(7) 長編，巻165，慶麻八年十月丁亥の条，

屯団員外郎氾祥提黙峡西路刑獄兼制置解塩，・ ・・，其法旧禁塩地一切通商，塩入弱者亦

不問罷，並辺九州軍入中努粟，第令入実銭以塩償之，視入銭州県遠近及所指東南塩(按

宋史食貨志作東西南塩)，第優其佑，東南塩又砦入銭永輿・鳳淘 河中，歳課入銭総為

塩三十七万五千大席，授以要券，即池験券，按数市出，蚤弛兵民輩運之役，又以延・環

慶清 原・保安ー鎮成・徳、順地，近烏白池，姦人私以青白塩，入塞侵利乱法，乃募

人入中池塩，子券優其直，還以池塩償之，以所入塩官自出蕎，禁人私筈，峻青白塩之禁，

並辺旧令入中鉄炭瓦木之類，皆重為法以絶之，其先以虚佑受券及受塩未意者，悉計直使

輸肪官銭，文令三京及河中ー河楊・峡・貌ー解ー晋ー経(絡) ・需要・慶成 広済，官仰

濯塩，須商頁流通乃止，以所入縛銭，市並辺九州軍錦粟，悉留権貨務銭幣，以実中都，
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逆に塩価甚賎の被害から商人を救うためのものであったのが，塩紗の価格

をも安定させる機能を発揮したのである。そして活祥の紗法改革後は，辺

防財政維持の立場に立った塩紗価格の維持機関に転化されたと考えられる。

活祥の紗法の実績については，長編，巻187，嘉祐三年秋七月壬辰の条に，

復以度支員外郎A祥制置解塩，従三司使張方平及御史中丞包主主之言也，祥自
慶麻八年十月制置解塩，皇祐五年四月坐他罪責去，祥始言，歳入婿銭可得三

百三十万，後不能君津，皇祐三年入繕銭二百二十一万，四年二百十五万，以四

年数視慶麻六年，増六十八万，視七年，増二十万，又旧歳出権貨務綴銭，慶

麻二年六百四十七万，六年四百八十万，至是権貨務銭不復出，其後歳入難扇

縮不常，至五年猶及百七十八万，至和元年百六十九年，其後遂以元年入銭，

為歳課定率，量入計出，可助辺費十之八，

とある。即ち， m祥は最初塩紗発行に伴う現銭収入を230万貫と見積って
いたが，実際には皇祐元(1049)年221万貫， 4 (1052)年には215万貫を

収めている。皇祐4年の歳入は，慶暦6(1046)年に比較すると68万貫の

増， 7年に比較すれば20万貫の増となっている。また歳出をみると，権貨

務の橋銭を慶暦2 (1042)年には647万貫を， 6年には480万貫を支出して

いたが，紗法実施後の皇祐 4年には，全く権貨務の繕銭を支出しなかった。

その後，歳入の増減は不定であったが，皇祐5年に至つでもなお178万貫，

至和元(1054)年には169万貫の歳入があった。嘉祐3 (1058)年には，

至和元年の169万貫を定率として，これをもって辺防費の立を賄うことが
10 

できた。ここに解塩紗は，険西の辺防財政に決定的な比重を占めることと

なったのであるO しかし沼祥は，上記の史料に「皇祐五年四月，坐他罪責

去」とあるように，皇祐5年の 4月に他罪に連坐して罷免されている。そ

の結果，紗法はゆるめられて歳入の大幅減となり，対策として商人に糧草

を入中させ，その代価に交引を支給するようになった。その結果，たちま

ちにして虚佑の弊害を招来し紗の安値となり，年間の損失はほぼ100万

貫に及んだ。そこで三司使張方平-御史中丞包握の申請によって， m祥

(8) 長編，巻187，嘉祐三年秋七月壬辰の条，

復以度支員外郎沼祥制置解塩，従三司使張方平及御史中丞包主主之言也，祥白慶麻八年十
月制置解塩，皇祐五年四月坐他罪責去，…・・，久之並辺，復緊入錫粟以当実銭，而虚佑
之弊滋長，券直亦従而賎，歳損官課無!意百万，
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は嘉祐3 (058)年に再任された。そこで沼祥は，商人の恋意的利得追求

の弊害の是正にあたっている。即ち，同上の史料の続きに，

故方平及丞，請復用祥，祥既受命，請重禁入努粟者，其券在嘉祐己前，毎券

別使輸銭一千，然後予塩，又言，商人持券若塩蕎京師，皆臨失本銭，請置官

京師蓄銭二十万繕，以待商人至者，券若佑賎則宮為筈之，券紙六千，塩席十

千，母親増損所以平其市佑，使不得為軽重，詔以都塩院監官兼領，自是檎復

祥l日云，

とある。活祥はまず糧草の入中を禁じ嘉祐以前の紗は，紗ー枚について

1，000文の現銭を納入させ，その後に塩一席を支給することとした。京師

に塩価調節準備金として200万貫を用意し，商人が持参した塩紗又は塩の

価格が下落した場合には政府が買い取る。一塩紗の価格は6貫，塩は一席

10貫ならば増損することなく，市価の平準をはかっている。豪商が勝手に

市価を操作して上下し，暴利を独占することを禁止したい，と申し出た。

このために政府は都塩院を置き，その監官に事務を取らせた。これより交

引価-塩価ともに疋祥の旧法に復したとL、う O すで、に述べたように， m祥
の紗法の成果は，糧草を主体とする辺防費による赤字の克服と，紗価の安

定を招来し，健全な塩政の実績をあげた。嘉祐5(1060)年に沼祥は卒し，

転運副使の醇向がこれを継いだが，その基本方針は沼祥の塩法を継承した

ものであった。このようにして活祥の塩法はこの後も長く実施され，塩法

の範とされたのである。しかし商人の恋意的利得の追求を抑制するわけ

で，紗法の実施にあたっては，豪商やこれと結託する官吏の反発があった。

侍御史何者日の反対論は，長編，巻167，皇祐元年冬十月壬成の条に，

於是侍御史知雑事何知言，風聞改法以来，商旅為官塩長債，獲利既薄，少有

算，請険西一路，即自己筋損課利百余万貫，其余諸路比旧来，亦皆頓減売塩

見銭，甚妨支用，兼侠西民間官塩債高，多以売私塩，事敗， 1fIJ禁頗繁，官私

倶不為利，経久何以施行，縁事有百利，始可議変，変不如前，即宜の!日，況

侠西調用，多仰雨池歳謀，今如此雇5損，向去必甚置乏未免，子朝廷乞金信，

今改改更日月未久，為害猶浅，速宜講求，以救其弊，欲望朝廷指揮，選択朝

幹臣僚一員，往隊西，令与本路転運使並i活祥，面議利害，如新法必不可行，

即乞一切{具令復旧，免致匿乏調用，寝久為害，
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とあって，紗法の実施によって売塩現銭が急減し，財政支出に事欠くに至

ったこと，また塩価が高くなったこと等をあげて沼祥の塩法の再検討を提

案している。これに対して紗法推進派の一人である包盛は，主要法支持を積

極的に打ち出し，課利収入減は一時的な現象にすぎない。権貨務の現銭支

払いを抑制し労役負担を軽減して国益になると言っている O 更に，西夏

の侵題以来辺防費の陳西・河東・河北三路に対する京師権貨務の支出は，

毎年多額にのぼってL、た。今は辺防は無事であり，国家の大計を確立すべ

き時であって，陳西路では解塩の利をいかすため活祥の妙法によるべしと

し，紗法を活用することによってー・二年の後には，毎年権貨務よりの現

銭・銀・絹の支出5，700万貫を削減することとなる。包径は，険西路では

紗法によることが最上の得策としている。

広大な解塩行塩地は，極辺の 8州、|軍を除くほかは悉く通商地とされ，従

って塩鈴の発行額は一挙に巨大となった。しかしその悉くが沿辺外|軍に

おL、て見銭の納入と引き換えに発行され，それは直ちに産塩地の解州で現

塩を受け取れた。また塩紗の収入銭は陳西の糧草の買い入れ費用に充てら

れ，その約8割を占めてL、たので， ここに解塩量生は険西の辺防財政に決定

的な比重を占めることとなった。

(9) 包孝粛公奏議，巻8，言険西塩法第一章，

因乞依子立祥撃画，用通商旧法，令客人於沿辺入納見銭，収濯軍糧，免虚始貴価入中餅斗，

於権貨務大支官銭，兼寛得諸船差役労擾，此乃於固有利，於民無害，理甚灼然，但以変

法之初，豪商才骨吏，悉所不楽，而議者沿其歳入課利，梢雇寄於前，而横有混議，乞復旧法，

若旧法誠善，復之無疑，但恐為害浸深耳，且法有先利而後害者，有先害布後利者，若復

旧日禁権之法，難暴得数万縛，而民力日困，久市不勝其弊，未免随而更張，是先有小利，

而終為大害也，若許其通商，雄一二年間諜額少勝，漸而行之，必復其旧，文免民力日因，

則久而不勝其利，是先有小損，而終成大利也，

(10) 包孝薪公奏議，巻8，言険西塩法第二章，

臣今与本路転運及制置解塩可，同議且乞依新法施行，兼為客人疑惑，未肯入中，己牒逐

司告示芝，其有未便事件，量産有減損.Jln不膨官，委是公私利便，臣窃見天下歳入銭吊，
万数不少，而近年財用費乏何也，蓋白西事以来，三絡並仰給三司，逐歳入糧草，支権貨

務見銭銀絹香茶納数千万貫，是所入有限，而所出無限，安得不安乏乎，方今辺防無事，

亦当以国家大計為先，若不鋭意而速図之，臣恐日削股，為害不浅，万一小有警急，何以

取済，臣因調致朝廷窒乏如是者，三路使之然也，但今三路各自足用，則符虞何患不実哉，

只険西自有解塩之利，若尽以付与，令計置糧草，一二年後，可全滅権貨務毎歳見銭銀絹

等五千七百万貫，
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要するに，塩紗は，解塩に対象を置いた有価証券である。有価証券であ

る以上は，発行が政府であろうと民間であろうと，証券的機能を発揮する

ためには，当期的利益を全く否定することは不可能に近い。ただこれを適

切に調整し国益を確保しようとするところに沼祥の妙法の特色があった

と言える。

その後詰祥の妙法は継続されたが，元符元(1098)年の水害による解塩

池の壊滅，また哲宗の対外積極政策などの理由で，東南末塩紗の改革へと

進んだのである。

四.おわりに

まず沿辺地一院西地方における軍需物資調達一糧草入中に最も実績を残

した氾祥の紗法について，まとめてみよう。日野開三郎博士によると，

① 解塩紗の発行所を，在来の京師権貨務より限西沿辺の九折博務に移

しナここと，

① 解塩紗は，すべて見銭払い込み者に対してのみ規定の価格で売り出

し，糧草と引き換えの発行を禁止したこと，これまでの虚佑による糧

草買い入れの必要がなくなったこと，

① 解塩室多発行の総額は，解塩の生産と消費の実績に基づいて枠を定め

ていたこと，これによって額外の塩紗発行を固く禁じたこと，

① 沿辺の糧草の代価は，すべて解塩紗売り出しの収入現銭をもって賄

い，現銭以外の支払いを禁じたこと，

⑦ これまで険西で発行してきた使薙糧草交引及び見銭交引を禁止した

こと，

要約すると以上の 5点にまとめられている。

宋代一代を通じて，国家財政全体の 5・6割ないしは8割という大きな

割合を占めていた軍事費(特に糧草)を，商人を利用して専売品で調達し

ようとする政策が，終始一貫して採用された。しかし，政府と商人との相

互依存関係は，時として対立・相剖をみ，政府は富商による商利追求意欲
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を抑制する必要が生じている。沼祥の紗法にみる塩引の活用と，茶引の活

用とを比較した場合，明らかに入中糧草の虚佑に対する姿勢に大きな違い

を見せている。茶の場合，富商達の強い働きかけで三説法を採用したり，

あるいは見銭法に復帰したり，かなりのゆれを感ずる。しかし塩の場合，

入中糧草の適価買い入れ，また塩引の価格安定等，政府のそれ相応の対策

が講ぜられ，ここに長く続いた理由も理解できる。

茶・塩などの専売品の研究が 有価証券の研究へと発展し，ひいては宋

代社会全体の国家権力の問題・財政問題・通貨問題・商業問題・時代区分

の問題等へ関連を持ち，重要な課題であるということが容易に理解できた。

今後，糧草入中問題を考えるにあたり，時間的に，あるいは空間的(地域

的)に同一であるということを前提に研究をすることが必要であろう。と

同時に，国家の政策としてだけに留まらず，より詳細な地域分析を心掛け

ていかなければなるまL、。
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